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１．対象 

平成 12年～17年 省エネルギー普及指導員養成研修受講者及び平成 18年～21年 省エ
ネルギー普及のための人材研修受講者を対象に、メールにて平成 21年 4月～平成 22年３
月間(21年度受講者は 9月以降とした)の活動報告を依頼した。この結果、約 600名から普
及活動の活動報告を得た。 
 

2．活動概要 

回収率としては約３割であったが、活動内容は近年の省エネルギー・地球温暖化問題へ

の関心の高まりにより、各地で省エネルギー・地球温暖化防止活動への取り組みが急増し

ていることがうかがえる。 
 
財団法人省エネルギーセンターにおいては、省エネルギー普及のための人材研修受講後

の活動の受け皿として、省エネルギー普及指導員の登録を呼び掛けた。これから普及活動

に取り組む方やすでに取り組んでいる方も含めて、センター事業を中心に活動の場を提供

したいと考えている。また今後とも次頁以降の自主的な活動に対して、応援をしていきた

いと同時に、地域で巻き起こってくることを期待している。 
 
※以下頁の報告については、研修受講者からの報告を原文にそって掲載している。また個

人情報を保護する観点から、個人名ではなく、イニシャル表記にした。また写真は、ご

本人のみ掲載し、ご本人以外はすべてカバーをつけることにした。 
※個々の事例について詳細をお聞きになりたい場合には、財団法人省エネルギーセンター

事務局までご連絡ください。 
  
問合先 財団法人省エネルギーセンター 地域省エネ普及グループ 
     電話  03-5543-3047 
     メール region-g@eccj.or.jp 
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大人向け講座
小中学校向け

講座
イベント参加 受賞 助言・相談 取材 その他 大人向け講座

小中学校向け

講座
イベント参加 受賞 委員委嘱 助言・相談 取材 その他

12 52 24 24 1 13 7 2 11 14 2 1 36 3 2 0 16 187
13 120 35 29 1 98 2 69 81 21 9 0 36 37 16 6 35 501
14 50 122 19 0 45 30 2 37 47 33 0 16 14 8 6 35 464
15 59 112 26 2 50 8 19 135 82 20 2 95 21 22 27 49 729
16 56 53 62 4 51 16 26 22 27 5 2 31 27 5 11 40 438
17 94 98 67 2 31 15 7 56 59 13 5 78 37 12 16 82 672
18 247 180 146 14 657 38 53 52 125 27 15 117 110 8 34 496 2319
19 329 287 229 14 161 74 72 85 92 30 5 134 124 183 45 117 1981
20 290 172 130 4 241 44 106 51 55 8 13 135 262 20 61 234 1826
21 192 36 35 4 62 34 33 12 1 1 3 9 27 4 6 18 459

1489 1119 767 46 1409 268 389 542 523 148 46 687 662 280 212 1122 9709

件数
集団・所属団体を通じた活動 個人・家庭での活動

その他

大人向け講座
小中学校向け

講座
イベント参加 受賞 助言・相談 取材 その他 大人向け講座

小中学校向け

講座
イベント参加 受賞 委員委嘱 助言・相談 取材 その他

北海道 111 5 20 0 53 7 43 10 25 3 0 10 7 13 1 41 349
東北 79 30 47 9 68 35 3 68 61 11 1 84 48 18 18 416 996
関東 532 540 378 15 746 98 116 159 147 59 29 274 188 191 83 132 3687
東海 88 138 91 7 50 51 22 143 76 48 1 95 36 15 38 138 1037
北陸 32 31 49 1 34 11 50 9 17 0 9 6 15 5 4 11 284
近畿 205 156 98 7 262 19 99 97 86 19 6 118 116 16 63 171 1538
中国 48 31 41 2 116 11 43 27 29 3 0 32 122 8 3 85 601
四国 45 27 15 5 11 16 6 15 50 5 0 37 118 11 1 31 393
九州 349 161 28 0 69 20 7 14 32 0 0 31 12 3 1 97 824

1489 1119 767 46 1409 268 389 542 523 148 46 687 662 280 212 1122 9709

集団・所属団体を通じた活動 個人・家庭での活動

その他 件数

2-1 受講年度別活動状況の内訳 

 

2-2 地域別活動状況の内訳 
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３．活動報告 

(1)大人を対象にした講座の実施 

【北海道地区】 

タイトル：「ネイチャーテクノロジーによる省エネ省資源のものづくり  

－自然に真摯に耳を傾けて－」 

受講年度：平成21年度 

名  前：M.Y.さん 

概  要：Ｋ新エネルギーフォーラム主催の懇話会が、K市民会館を会場として開催された。今回

は、本会顧問の T.Y.氏(K 大学教授)と本会代表の M が講演した。今回はＫ市の後援と

し、一般市民向けの講座としたので、遠くはC県からも聴講者があった。 

   なお、T先生は主にK大学Ｉキャンパ

ス内の水素研究プロジェクトと自身

の係っておられる研究プロジェクト

について講演された。Mからは、本会

の取り組んでいるネイチャーテクノ

ロジーによる省エネ省資源のものづ

くりについて講演し、そのためには

自然に真摯に耳を傾けることの重要

性を強調した。後半は、参加者によ

る懇談、情報交換が行われた。 

 
タイトル：ふれあい講演会  
受講年度：20年度  
名  前：H.M.さん 
概  要：今回の活動は、Ｉ市のＨ地区の住民が、地域の交流と知識の高揚を目的として、年に

一回開催している「ふれあい講演会」での特別講演として、地球温暖化に関する講演

を行った。お話の内容としては、地球温暖化のメカニズム、地球温暖化の影響、私た

ちができること、さらに、政権が変わってこれから期待されることなどを話した後、

地球温暖化を始めとする環境問題の根本的な原因、地球は様々な面で限界を越えてし

まっていることなどをお話した。最後に、それらの問題を解決するためには、私たち

がライフスタイルや価値観、そして社会のあり方も変えていく必要があることをお話

した。 
 
タイトル：地域での省エネ普及の取組 
受講年度：19年度  
名  前：F.M.さん 
概  要：趣味の市民園芸講座の前段で、省エネナビ、エコワットなどを紹介している。また省

エネ情報が掲載されている「省エネ性能カタログ」「家庭の省エネ大事典」「省エネカ

レンダー」を配布し、省エネについての理解が深まるように努めている。 
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タイトル：資源リサイクルセミナーの開催 
受講年度：20年度  
名  前：A.T.さん 
概  要：資源リサイクルセミナーにおいて、工場での資源リサイクルの取り組みについて紹介

を行った。資源リサイクルの側面からの報告とはなったが、工場の省エネルギーに配

慮した設備や活動紹介をすることが出来、良い機会であった。 
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/NR/rdonlyres/F34A45AF-20DE-42CE-BD8C-2E13
0911FF4A/0/01zenhan.pdf 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
タイトル：大人を対象にした講座 
受講年度：13年度 
名  前：O.A.さん 
概  要：21年度は、地域で省エネ・温暖化防止の活動している人たちのスキルアップやネット

ワーク作りを目的とした講座を、５ヶ

所で開催した。中でも、北見市で開催

した講座では、同市の環境課とも連携

でき、大学生や町内会のリーダー、地

域で活動している方たちを対象に、家

電の省エネ、保温調理、ゲームを通し

て温暖化や省エネについて考える手法

などを伝えることができた。講座の内

容は、地域での実践に参考になると好

評で、また、参加者間にも、新たなつ

ながりが生まれたようである。 
 
タイトル：手作りピザ教室の開催 
受講年度：18年度 
名  前：K.Y.さん 
概  要：大人の手作りピザ教室や子供の手作りピザ教室をとおして、電気ヒーターの使い方や

便利さを広めている。空気を汚さず、換気扇がなくとも酸素がなくとも安全に石の余

熱利用で調理できる。 
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【東北地区】 

タイトル：省エネと家計の節約について  
受講年度：20年度 
都道府県：A県 
名  前：K.K.さん 
概  要：参加人員は定員 70人に対して、80人を超えていたような気がします講座終了直後、

ご婦人の参加者より、とても楽しい授業だったと握手をもとめられ、戸惑った場面も

あった。エコワットの取扱いと販売店を質問されるなど具体的な取り組みについて関

心があった。温暖化についても熱心に質問される方もいた。 

 
タイトル：家庭でできる地球温暖化対策 

受講年度：18年度 
都道府県：M県 
名  前：K.T.さん 
概  要：婦人会、一般を対象に、家庭でできる地球温暖化対策の講義を行った。地球温暖化の

仕組みについて説明するとともに、家庭で取り組める省エネ活動、選び方で重要な省

エネラベリング制度の話を行っている。わかりやすい講座を目指して、黒板に表やグ

ラフを掲示し説明するほか、ワットアワーメーターを用いて電気ポットや省エネ電球

の消費電力の状況について見せ、待機電力や省エネ効率のよいものについて説明を行

っている。 
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タイトル：取り組みの輪が広がる研修会に 

受講年度：17年度 

都道府県：A県 

名  前：A.T.さん 

概  要：４月21日 昨年度スタートの研修会をおこなった。「省エネやエコは知ってはいるも

ののなかなかできない、今年は CO２削減に取り組んでいきたい」とのことであった。

「家庭では何から取り組み、続けていくに

はどうしたらいいのか」と皆さんと考えな

がら、私の実践例なども見ていただき話を

進めた。こちらの研修会がきっかけで再度

伺うことになり、また支部の方へも伺わせ

ていただいた。振り返ってみると取り組み

の輪が少しずつ広がってきているように

感じる。 

 

タイトル：省エネ普及指導員研修会での活動事例発表 

受講年度：17年度 

都道府県：A県 

名  前：K.N.さん 

概  要：省エネ普及指導員研修会の最終日に活動事例発表として行いました。意外にも男性が

多く、最初は“私の主婦的な感覚のトーク”はうけるだろうかとドキドキした。しか

し！研修が終わるとたくさんの方が私に名刺交換を求めてくださって心の底からホッ

とした。“ああ、一生懸命自分のやってきたことをこの60分間にまとめてきてよかっ

た。活動してきて本当によかった”と省エネ指導普及指導員になったことの喜びをも

再確認できたひと時となった。実はこの指導員研修会で事例発表をすることを目標に

して活動をがんばってきたと言っても過言ではない。夢にまでみたチャンスでした。

私の行ってきた省エネ活動は、“ケチな人→変わった人→物好きな主婦”と進化してい

き、最終的には省エネコンテストで見事“優秀賞”の受賞ができたという経緯がある。

ケチな人と言われたころの10年ほど前は非常に省エネがやりにくい世の中であった。

でも今は確かに違う。省エネ・節約が堂々とできる世の中になった！であるから皆さ

んも胸をはって、自分なりの省エネ

を楽しんでほしいと思う。最近、自

分の活動を普及しながらも多くの

方々へエールを送ることも大切にし

ていきたい。日本全国多くの方々と

一緒に取り組んでいきたいと思う今

日このごろである。 
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【関東地区】 

タイトル：「Kヶ浦水環境教室」と「環境フォーラム」の実施 
受講年度：18年度 
都道府県：I県 
名  前：K.T.さん 
概  要：平成 21年度 I県市民活動支援事業として、NPO法人 I県環境カウンセラー協会が受

託し、Kヶ浦の環境科学センターを会場に 2月 20日、2月 28日、3月 13日の 3日
間に渡り、「K ヶ浦水環境教室」と「環境フォーラム」を実施した。この水環境教室
と環境フォーラムは、親子を対象に水道水の原水となる霞ヶ浦の水質管理や水道水が

出来るまでについて参加者に実験を体験頂き、同時にバーチャル映像のスライドによ

り水道水のできるまでや水質管理などについて説明する内容で行われた。参加者は水

道水が出来るまでの模擬体験をしていただいたが、大変興味深く実験を行っていた。

開催期間中は大変盛況で、いろいろと質疑応答が交わされた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タイトル：G県地球温暖化防止活動推進センターの出前講座の講師を務めた。 

受講年度：21年度 

都道府県：G県 

名  前：N.Rさん 

概  要：映像で温暖化の影響を見ると、氷河や海面上昇、特に「りんごの着色障害」は、身近

に感じられたようである。ゴミの処理費用を金額で示すと「もったいない。」と大変び

っくりされた。３Ｒは、ゴミの見本で「分けることにより減らせます。」と実際にやっ

てみた。「こんなに細かく分けてないけど、当たり前のようにやっているよ。」と言わ

れた。CO2削減が数字でわかるので、県

民アクションに挑戦した。地域による

違いを感じた。 
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タイトル：みんなで取り組むＣＯ－ＤＯ３０ 基調講演「家庭できる省エネ術」 
年  度：21年度  
都道府県：C県 
名  前：Y.A.さん 
概  要：Y市地球温暖化対策推進協議会、N区地球温

暖化対策推進協議会でのイベントの基調講演

を担当した。家庭で取り組むことができる省

エネの工夫、省エネ性能の高い機器選択の方

法などについて基調講演を行う。基調講演の

後に行われたフリートークにもコメンテータ

ーとして出演。N区長、商店街代表の方など
の温暖化防止のための活動についてコメント

をさせていただいた。 
 
 
 
 
 
タイトル：家庭からの温暖化防止術 
受講年度：19年度 
都道府県：C県 
名  前：O.H.さん 
概  要：昨年度 3回大人向けの講座を実施した。各回いろいろな方に、地球温暖化の現状や防

止対策について報告を行ってもらった。受講者は、日ごろ地球温暖化防止に向けて、

①ゴミの少量化、節水、節電（今冬、衣服による暖を心がけました）、②まずは「心」

持つ事から、③ゴミをなるべく少なくなるように心がけている。など取組をしている

ようである。 
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タイトル：料理実習「ecoお正月クッキング」と環境学習「何処から来たの？」 
受講年度：16年度 
都道府県：C県 
名  前：I.R.さん 
概  要：お正月にちなんだ料理を調理した。今回は、簡単にできる伊達巻きとい込み高野豆腐

である。市川ケーブルの取材が入り、一週間放映された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タイトル：市民が取り組む太陽光発電  
受講年度：19年度 
都道府県：S県 
名  前：N.Y.さん 
概  要：2009年、太陽光発電に政府の支援策が充実してきた。CO2は私たちの日常の生活の

いたるところで発生している。電気の源をたどると、火力発電による電気が半分以上

を占めている。火力発電の役割を軽減するため、太陽光発電を活用することが必要で

ある。太陽光発電の価値は２つあり「電気としての価値」と「環境価値」がある。余

剰電力の売電では、この 2つ価値をT電力に売っているが、自家消費分では電気とし
ての価値は自宅で活用しているが、CO2を削減した「環境価値」がまだうまく活用で

きていない。W市で生まれたこの環境価値をW市の更なる環境改善に使えたら素敵
である。そのためには、W市内にある太陽光発電の設置の実態をとらえることが重要
になると思う。 
N太陽光発電所紹介ブログ参照 http://blogs.yahoo.co.jp/sunlight_wako/  
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タイトル：環境シンポジュームでの発表 

受講年度：17年度 

都道府県：S県 
名  前：K.R.さん 
概  要：平成21年6月1日 環境省関東地方環境事務所による環境シンポジューム『多様な主

体が参加する地域の温暖化問題に対する取り組み』において発表者・パネラーとして

参加し、NPO の活動や個人の活動を発表した。個人の活動として我が家の CO2 削減の

取り組みとその結果を発表した。2004 年から 2008 年までの実績から環境省発表の一

般家庭の二酸化炭素排出量の70%から80%削減出来ている事を表にして示した。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
タイトル：コープみんなでエコ！２００９ Ｈｏｗ ｔｏ 節約講演会開催 

「お財布にも地球にも優しいエコライフ」 
受講年度：19年度 
都道府県：T都 
名  前：W.Y.さん 
概  要：「使用用途によっては白熱球から電球型蛍光灯に交換したほうが断然省エネ！」「効果

的なエアコンの使い方」など、生活の中で簡単に出来る話を行った。ちなみにエアコ

ンで冷房を切る数分前に運転を送風にしておくとエアコン内のカビの発生が防げるな

ど暮らしの知恵なども織り交ぜた。「なるほど～！」と楽しみながら省エネ・節約生活

を送るヒントとなればと考えている。 
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タイトル：大学にて建築設備総合デザインの講座を担当 
受講年度：21年度 
都道府県：T都 
名  前：F.K.さん 
概  要：建築計画において、建築設備が与える影響は快適性の要求や技術の進歩から、と年々

大きくなっていく様相を示している。授業では、予め用意したモデルビルの総合設備

計画を行い、空調・給排水・電気各設備計画の実施を理解することをはじめとして、

更にはとかくメカニックに偏りがちな設備が、建築空間にどのようなかたちで融和・

適合しているか、又はさせるべきかを同時に学習することになっている。 
 
タイトル：環境講座の実施 
受講年度：17年度 
都道府県：T都 
名  前：F.R.さん 
概  要：シルバークラブの誕生会にて、アトラ

クションの一つとして。環境講座を開

いた。太陽エネルギーでパワーを貰う

スーパーマンの衣装を身につけた。 
 
 
タイトル：エネルギー・環境セミナーの実施 
受講年度：21年度 
都道府県：K県 
名  前：N.S.さん 
概  要：「(財）電力中央研究所と（社）日本消費生活アドバイザー・コンサルタント協会(NACS)」

の共催で「平成２１年度エネルギー・環境セミナー」を実施した。NACSでのセミナ
ー運営は「東日本支部、エネルギーとライフスタイル研究会(エネ・スタ研）」が担当
している。エネ・スタ研内には「省エネ普及指導員」が７名おり、今回のセミナー運

営に当たった。資源エネルギー庁、（財）電力中央研究所、（社）日本消費生活アドバ

イザー・コンサルタント協会(NACS)が主体的に開催したセミナーの運営に実施した。 
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タイトル：学び・伝える・エコ情報 
受講年度：20年度 
都道府県：K県 
名  前：H.K.さん 
概  要：第 16 回 市民環境活動報告会にて、学び・伝える・エコ情報と題して報告をした。

内容は 
1.エコ学習のはじまり 
2.エコ情報を学ぶ 
3.エコ情報を伝える 
4.旅でみかけたエコ情報 ～ 画像でみる。今後にいかす。～ 
この中の 2. エコ情報を学ぶの中で省エネルギー普及指導員を事例の一つとした。 

      
  
 
 
 
 
 
 
 
 
タイトル：エコポイントの説明 
受講年度：20年度 
都道府県：K県 
名  前：S.M.さん 
概  要：昨年 6月に コープK組合員対象の勉強会に招かれ、省エネ家電の選び方やエコポイ

ントについて説明をした。 
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タイトル：私たちのくらしとエネルギーを考えよう！ 
受講年度：15年度 
都道府県：神奈川県 
名  前：O.K.さん 
概  要：基調講演ではＣＯ2の影響と削減への取り組みなどを写真とイラストを多用して分か

りやすく説明。パネルディスカッションでは休憩時間に参加者から質問シートを提出

してもらい、それをもとにディスカッションを進め、会場とのやりとりの時間を多く

持ったことが参加者の満足度に繋がった。（アンケート結果より） 
 
タイトル：「エコロジー講座」の実施 
受講年度：17年度 
都道府県：S県 
名  前：D.T.さん 
概  要：S 流「エコロジー講座」は昨年１月より始めた講座で、６回／年の講座を皆さんのご

要望に応えて、不定期に開催している。省エネから始まり・省エネ家電・環境家計簿

へとり組んでいます。12月の講座で「放射線の可視化」をやったので９回目の講座６
月 22日に、Hの原子力発電所の見学を計画している。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タイトル：J市男女共同参画センター講座 

      ～男も女も エコ名人！～ 男性のための省エネクッキング 

受講年度：17年度 

都道府県：N県 

名  前：S.K.さん 

概  要：家庭生活における「買い物」・「料理」・「後片付け」は、女性の仕事と思っていないで

あろうか。性別に男とらわれず、それぞれが主役となって毎日の生活を見直し、省エ

ネライフを進めるための講座。パンフレット「上手にいただきます」に沿って、購入・

保存・料理・後片付け・廃棄に至るまでの省エネ場面を紹介した。講義終了後の調理

実習を通じ、食材の使い切り・賢いコンロの使い方などを体験した。またN県内の省

エネ普及指導員の皆様と連携を取りながら、活動を進めている。 
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【東海地区】 

タイトル：環境と住環境の省エネ（主に電気）について 
受講年度：21年度 
都道府県：A県 
名  前：S.Sさん 
概  要：問題提起（真摯に省エネに取り組めば、年間 10万円＋αの光熱費となるが、・・・あ

なたはどうか？）地球温暖化の実感？ H郡 I町、農業現場の悲鳴、収穫物の変化？ 
     ところで、建物の熱（日射・放熱＆冷暖房）の現実は？さー、省エネ行動は皆さんご

存知でしたか？裸電球→電球型蛍光灯 

▲1 万円／寿命までの省エネメリット。
空調は建物改修＆エコポイントによる

エアコン買換など。感想としては、省

エネすれば、経済的にゆとりを得るこ

とにご納得。電気温水器はどうしたら

よいか？・・・・エコキュートが効果

的なことを説明。会場からは、沢山の

拍手を賜った。 
 
タイトル：S県地球温暖化対策推進大会での講演 
受講年度：17年度 
都道府県：Ａ県 
名  前：Ａ.C.さん 
概  要：「みんなで考えよう地球温暖化」をテーマに、S 県地球温暖化対策推進大会が、2009

年 12月に開かれた。「どーする？地球のあした－ストップ温暖化」と題し、地球温暖
化を体感する温暖化ポンチョや、色カードを使った２者択一の省エネクイズ、LED電
球を題材にしたエネルギーの比較実験機を使いながら、県民のみなさまに、楽しく温

暖化防止への取り組み事例をお話した。これとは別に、S 県地球温暖化防止活動推進
員の研修の位置づけで、WWiews（地球温暖化問題に関する世界市民会議）の映像を
活用しながら投票を行い、意見討論形式による環境講座を担当した。 
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タイトル：「スマートライフ」--- 住まい方と地球環境--- 
受講年度：14年度 
都道府県：A県 
名  前：K.M.さん 
概  要：ある研修会にて、スマートライフをタイトルに話をした。省エネルギーを我慢や節約

というイメージでとらえるのではなく、もっと地球規模で考えて、エネルギーを効率

的に使い、かしこくシンプルな生活を実践していこうという新しい省エネ型のライフ

スタイルのことである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タイトル：「食べ物から考える省エネルギー」セミナー案内 

～おいしく食べよう旬の野菜～ 
受講年度：15年度 
都道府県：G県 
名  前：K.Y.さん 
概  要：生活の中のエネルギーを考えよう。食生活

から考える電気とくらしをテーマにセミ

ナーを開催した。岐阜県の食料自給率は２

５％であり、旬のおいしい時こそ、近くで

採れた新鮮な野菜を食卓に！！と講座で

話をした。 
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【北陸地区】 

タイトル：「省エネルギー普及のための人材研修」 

受講年度：19年度 

都道府県：I県 

名  前：N.S.さん 

概  要：平成 20 年度「Sコンテスト」の家庭部門にて、経済産業大臣賞を受賞することができ

た。研修の中で、受賞事例報告を報告することになり、NとOで講演をした。家庭では、

どのような省エネルギー対策を実践したらよいのか、具体的な方法についてお話をし

た。私が取り組んだ内容の要点としては、ＰＤＣＡサイクルと環境家計簿を活用し、

家族で楽しく省エネを継続していることである。受講者からは熱心に聞いてくれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイトル：エコライフレッスン～家庭の中の省エネを考えてみませんか～ 

受講年度：19年度 

都道府県：T県 

名  前：O.H.さん 

概  要：N市の福寿大学（高齢者学級）において、「省エネ・エコ教室」の講師依頼を受け、

省エネの必要性や家庭でできる省エネ術について説明した。出席者は約７０名で女性

が多く、省エネの関心も高く、真剣に耳を傾けて聞いていただいた。中でも「省エネ

ラベリング制度」や「統一省エネラベル」の説明は参考になったとのご意見をいただ

いた。また、電気の上手な使い方の話など、この講座が役にたつというご感想をいた

だき、省エネへの意識を高めていただけたようで、今後も皆さんのお役にたつ講座を

していきたいと思う。 
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タイトル：「地球温暖化防止の現状と課題」について 
受講年度：13年度 
都道府県：I県 
名  前：C.Y.さん 
概  要：所属する会で「春の記念講演会」を主催した。K大学フロンティアサイエンス機構特

任教授の S.K 先生に「地球温暖化防止の現状と課題」についてご講演いただいた後、
数多くの質問を取りまとめて先生にお尋ねする大役を務めた。補助椅子を出す盛会の

中、子や孫たちのためになすべき私たちの行動の選択を再認識して、21年度のスター
トとした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タイトル：K市家庭教育学級向け講座の実施 
受講年度：16年度 
都道府県：I県 
名  前：M.H.さん 
概  要：大人を対象とした講座の実施「K市家庭教育学級の第２回研修会」にて親子でできる

地域ぐるみのエコ活動をテーマに KJ法を使ったワークショップで講師兼ファシリテ
ーターとして参加した。ワークショップは初めての方もいっらしゃったが、多くの方

がエコについて考えることができ、また親子で家庭で、そして地域でできるエコ活動

についての提案やプランが成果物として出てきて、最後の講評時にぜひこのワークシ

ョップででてきた計画や提案を実践してくださいと参加された方々にお願いした。」 
 
タイトル：講座の実施 
受講年度：17年度 
都道府県：I県 
名  前：T.M.さん 
概  要：消費生活アドバイザーの勉強会のテーマとして 2009 年は「環境」を取り上げ、省エ

ネドライブ、原子力発電所見学、廃棄物などについて専門講師を招いて講演会を実施

し、受講者を通じて間接的に消費者への環境情報提供を行った。 
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【近畿地区】 

タイトル：社団法人K青年会議所6月オープン例会 
「低炭素社会の実現に向けて「はじめよう！未来につながる小さな一歩」 
第一部講演「はじめよう！家庭からの第一歩」 

受講年度：16年度 
都道府県：京都府 
名  前：T.Y.さん 
概  要：一般市民向けに、家庭でできる省エネ対策について講演を行った。近年家庭からのCO2

排出量が増加していること、その原因として世帯数の増加と1世帯あたりの家電数増加
が考えられることを、図示しながら説明。その後、夏の対策として「すだれ・よしず

の活用」「緑のカーテンの栽培」など、冬の対策として「断熱マット・シートの活用」

や「扇風機でエアコンの温風を下方に送る」「足元局所暖房の有効活用」などを紹介。

最後にエアコン・冷蔵庫・テレビ・電球の省エネ製品の買い換え効果と注意点を伝え

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タイトル：短大での授業  於：Ｓ学園短期大学 

受講年度：19年度 

都道府県：Ｋ府 

名  前：Ｆ．Ｍ．さん 

概  要：現代社会が抱える喫緊の課題に対する方策を考えるというテーマのもと、「地球温暖化」

についての授業を行った。省エネルギーセンター発行『「省エネ」を考える授業プラン

５３（安達昇編著、2003年発行）』の教材を活用した。動物の「なまけもの」の生態を

知り、自分の生活と比べてみるという授業を通して、学生は自分の生活の中で実践で

きる省エネ行動について、自分なりに考えることができるようになった。例えば、日

の出とともに生活活動を開始できるように、宵っ張りではなく早寝早起きに努め、自

然のリズムを感じながら生活することが省エネにもつながるというような意見が出た。 
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タイトル：家庭でできる省エネ 

受講年度：19 年度 

都道府県：O県 

名  前：N.K.さん 

概  要：今回の講座は H 市と地元消費者団体との共催により開催され、くらしの市民講座の４

回シリーズの最後の講座を担当させていただいた。４回とも出席の皆勤聴講者には最

後に修了認定証書の贈呈式があった。また、地元ケーブルテレビも撮影に来られ、今

回の講座の模様が放映されるようである。講座内容は電気の基礎から安全、省エネと

幅が広く説明しました。全員、熱心に拝聴いただき、質問も多くいただいた。アンケ

ートでは「電気の基本から安全対策、省エネと実生活に役立つ知識を習得できた。」、「こ

まめに省エネに心がけていきたい。」との意見をいただき講師にとって、今回の講座が

有意義であったことを再確認できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイトル：「食べることは生きること」 

受講年度：15年度 
都道府県：O府 
名  前：N.S.さん 
概  要：温暖化防止対策を考える場合、電気やガスなどの家庭用消費エネルギーの立場からで

はなく、「食べることは生きること」の言葉通り、今回は、毎日食べる食事から見直す

ことを目標に講座を持った。輸入食品から日本人の食生活を見直すことと地産地消に

も関心を示すことになり、あらためて食生活の重要性に気付いていただいた。  
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タイトル：地球環境問題と企業経営 

受講年度：21 年度 

都道府県：N県 

名  前：U.H.さん 

概  要：T 県の A 高専、産学連携連携テクノ創造センタ－の特別講演会で，会員企業及び同校
教職員等を対象に標記講演をした。内容は 

・企業を取り巻く環境問題の事例から環境活動が求められる背景について述べた。 

・深刻化する地球環境問題で、地球温暖化の脅威を種々の事例をあげ、原因と対策法、

次に環境問題に巡る歴史的経緯から京都議定書に至る経過を説明した。 

・企業の環境活動事例を環境報告書から省エネを主に紹介した。 

・環境マネジメントシステムによる活動として、ＩＳＯ14001 とエコアクション 21 を

紹介した。 

・まとめとして、環境に対する今後の対応、進むべき方向性について述べた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中国地区】 

タイトル：第1回勉強会「地球にも、お財布にもやさしい家庭の省エネ生活について」 

受講年度：15年度 
都道府県：Y県 
名  前：I.M.さん 
概  要：平成20年度に県立大学とS市が共催した「地域環境ア

ドバイザー養成講座（実践編）」に参加したメンバーで

新しく「環境ネットワークY」なる組織を立ち上げた。

その中でそれぞれのメンバーが持つ得意活動分野の紹

介を兼ねて勉強会を始めることになり第1回目に「家

庭の省エネ」につき話をすることになった。環境に興

味を持つ者の集まりとしてこれからの活動に向けた各

自の活動につき理解しあうことを主体に話をし、プレ

ゼンの仕方に始まり、省エネに関する考え方について

など多くの意見交換ができた。チラシつくりも勉強の

うちという勉強会である。 
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【九州地区】 

タイトル：「家庭から考えよう環境問題」市民環境学習講座 

第1回 地球温暖化による異常気象と人類の戦い 

      第2回 家庭で出来るお得な省エネ方法 

受講年度：20年度 

都道府県：F県 

名  前：M.R．さん 

概  要：「地球温暖化の影響と今私達ができること」を主テーマに県内の市民団体の学習会及び

小中高等学校の環境学習の支援（出前授業）に出かけている。関心と理解を深めて頂

くため、異常気象、海面上昇、伝染病万延、食料危機等をリアルナ DVD映像及びク
イズを交え説明しF県環境家計簿による成果の把握を奨励している。 
      
 
 
 
 
 
 
 

 
 
タイトル：学習プラン作成ワークショップの開催 
受講年度：13年度 
都道府県：Ｆ県 
名  前：S.A.さん 
概  要：所属団体では、教育現場の先生方の腑に落ちる情報や教育技術の提案により、学校生

活のあらゆる場面で環境(エネルギー)の視点で教育が行われる可能性を開くことを目
的に、8 月に「学習プラン作成ワークショップ」を実施している。21 年度は、34 名
の参加があった。 
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タイトル：「我が家の省エネ住宅と生活」  
受講年度：20年度 
都道府県：O県 
名  前：N.K.さん 
概  要：O県Y市に於いて、Y市地球温暖化対策協議会主催の講演会「我が家の省エネ住宅と

生活」のタイトルで講師として招かれました。パワーポイントで作製したCDを使い、 
・地球温暖化防止 
・我が家の省エネ住宅（平成１６年度、省エネ実践コンクール優秀賞） 
・実践・省エネ生活 
・太陽光発電 
以上４つの項目で説明をした。 
反省点として、対話をしながら進行

したいと思っていたが、人数が多す

ぎたこともあり、講師の一方通行に

終わった。このような講習会では、

多くても２０人ぐらいが適当と思わ

れる。 
 
 
 
タイトル：よかエネ市民学校の開催 
受講年度：19年度 
都道府県：K県 
名  前：S.Y.さん 
概  要：よかエネ市民学校では、各回テーマを設け、

講座の実施や見学会を行っている。最近では、

国の太陽光発電普及施策について九州経済産

業局エネルギー対策課の方をお呼びし、現状

と今後の政策の方向性について説明を受けた。

また見学会では、浄化センターの消化ガス発

電やグリーン電力の取組について説明を受け

た。新エネルギーについては、地熱発電所に

も訪問を行った。 
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(2)子供を対象にした講座の実施 

【北海道地区】 

タイトル：高校での出前講座「ITが世界を救う？ ～グリーン ITの最前線～」 
受講年度：21年度 
名  前：A.T.さん 
概  要：情報処理を学んでいる高校 2年生を対象に、「グリーン IT」（情報通信技術による省エ

ネ）について講演をしました。コンピュー

タの普及に伴いＩＴ関連機器の電気使用

量が増大しており、それらの省エネ化が

強く求められている一方で、IT を活用す

ることで他の産業の電力消費を大きく削

減する試みがはじまっていることを伝え

た。環境マインドを持った IT 技術者が増

えて、低炭素社会の構築に寄与していく

ことを期待している。 

 
タイトル：「省エネ出前授業」 
受講年度：18年度 
名  前：H.M.さん 
概  要：総合的な学習時間で、環境問題や省エネについて関心を持ち、今後の生活に役だてて

ほしいという要望で、身近な省エネについて子ども達と考えてみた。「１人１人が今日

から省エネチャレンジャーで

す！」という言葉に子ども達も真

剣に学ぶ姿勢が見えた。後日先生

の報告では「テレビを消してごは

んを食べるようになった。」「早く

寝るようにした。」「お母さんにも

省エネに協力してもらうように

呼びかけた。」などの子ども達か

らの声が聞かれたとの報告がき

た。 
 
タイトル：「買い物ゲーム」の実施 
受講年度：13年度 
名  前：M.N.さん 
概  要：所属団体の「環境研究会」で「買い物ゲーム」(容器包装を減らす啓発講座)―児童会館

で実施。 
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タイトル：第２回いぶりフードマイレージセミナー 
受講年度：13年度 
都道府県：北海道 
氏  名：M.Y.さん 
概  要：胆振支庁主催で開催された「第２回いぶりフードマイレージセミナー」で、親子を対

象にした省エネクッキングを実施した。地元の食材を使ったメニュー｢いぶりの食材 
春待ちシチュー｣「にんじんライス タラポテサラダ添え」｢なめらかエコプリン｣を保
温調理で実習。食材にかかるエネルギーを考え、旬やできるだけ近くの材料を選ぶこ

と、調理時にはエネルギーを効率的に使う等、身近な省エネの話をした。フードマイ

レージについては、胆振支庁作成の

食材の産地と輸入品との CO2排出

量の比較がわかる食材リストを配布、

さらに、胆振支庁の林さんから地元

アイヌ料理の紹介（ペネコショイモ）

と試食もあり、地産地消や省エネ、

アイヌ文化を親子で楽しく学ぶセミ

ナーになった。 
 
【東北地区】 

タイトル：ワケルくんに学ぼう 
受講年度：19年度 
都道府県：M県 
名  前：S.I.さん 
概  要：ごみ処理場の見学をする小学 4年生を対象に、ごみについての授業を２つの小学校で

行った。ワケルくんはS市のごみ分別のキャラクター。S市環境事業所の協力を得て
実際のごみの分別体験をした後、ごみとは何か、なぜ分別するのか、なぜごみを減ら

さなければならないか、減らすにはどうしたらよいかなどについて学んでもらった。 
 
 
 
 
 
 
 
タ 
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タイトル：子ども環境学習ひろば（廃油でオリジナルキャンドルを作ってみよう） 
受講年度：15年度 
都道府県：Y県 
名  前：S.S.さん 
概  要：今回講師として２回目の参加であったが、ものづくりを通して子どもたちから環境に

ついて楽しく学んでもらう場として定着してきているように感じられる。また、家に

帰ってから実際キャンドルを点す「イベント」で親子の会話の場に一役買っているよ

うである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【関東地区】 

タイトル：小・中・高生の理科講座の推進 
受講年度：18年度 
都道府県：I県 
名  前：N.S.さん 
概  要：勤務先を通じて、小・中・高生の理科(科学実験)を重点的に実施している。省エネに

ついては、子どもから大人までを対象にこまめにPRしている。いくつか所属してい
る活動では、勤務先が創業 100周年を記念し、OBによる理科授業支援(実験)組織も
ある。そこでは、小中高が対象で出前教室も行っている。省エネについて、お話する

際には、家電や電気を起こす仕組みなどを、実験機材を用いながら行う。その実験器

材は自ら作成し行っている。 
①暮らしとエネルギー、電気を起こす仕組み 
②白熱灯とLEDの比較 
③地球温暖化(防止)の仕組み 
④科学技術と環境 
⑤家庭の電気 
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タイトル：省エネ教育の推進  
受講年度：19年度 
都道府県：I県 
名  前：F.S.さん 
概  要：I県キッヅミッションインストラクターとして、小学校 5年生に地球温暖化の実験と

話をした。 
 
タイトル：「ゲーム学習と1kWhの説明」 
受講年度：21年度 
都道府県：C県 
名  前：K.T.さん 
概  要：温暖化防止の「省エネゲーム」を約 30 分、そのあとの振り返り学習で、電気の使用

量と電気の消費によるCO2排出量の計算単位となる「1kWh」について学習している。
ワットチェッカーでテレビや扇風機の電気の消費量を見せたうえで、ワットの説明か

ら電気の基本単位となる 1kWhについてテレビの例で解説した。少し難しすぎのでは
と心配したが、学校で時速計算を学んだ子どもたちが多かったので意外に簡単に理解

してもらえた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タイトル：「小さなエコ大使を育てよう」 
受講年度：21年度 
都道府県：C県 
名  前：F.O.さん、Y.Y.さん 
概  要：昨年 5月市内保育園において行われた、エコライフ推進員啓発活動の様子です。「紙

芝居」や「ふろしき包み」・・・子ども

たちと楽しく、エコについて勉強した。

最後に、「水を出しっぱなしにしませ～

ん」といくつかのエコの約束をしても

らい、「もったいないことしません証明

書」を一人一人に手渡し、帰ったらマ

マやパパに自慢できるぞ・・・ちょっ

と満足げな子どもたちであった。 
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タイトル：「地球温暖化と省エネ・ごみ減量」 
受講年度：21年度 
都道府県：C県 
名  前：S.T.さん 
概  要：平成22年2月 19日（金）、C県M市N小学校 6年生（14名）を対象として、総合学

習環境講座の中で「地球温暖化と省エネ・ごみ減量」として講座を行った。自分の身

のまわり、1日の生活をふりかえり、普段の生活が地球温暖化やごみと関係があり、生

活の無駄を省くことが省エネやごみ減量につながっていることを理解することを講座

のねらいとした。生徒は話の内容に興味を持ち真剣に聞いており、理解できたことは

うなずき、てごたえを感じた。 

 

 
 
 
 
 
 
 
タイトル：班対対抗エコ・クイズ「見直そう 大切なもの」 
受講年度：18年度 
都道府県：C県 
名  前：A.Y.さん 
概  要：グリーンコンシューマーの和を広げたいと言う目標で、４年生のニッシータイムの時

間に生徒が「見直そう、大切なもの」というテーマで、環境などについて、調べ発表

するヒントに繋がる様に、パワーポイントを使用した、オリジナルの「班対抗クイズ」

を行った。前半は、身近な環境問題についての４問を出題し、休憩をはさみ、後半は

地球環境についての問題５問を出題した。解答は○×式で、班ごとで話し合って○か

×のカードを揚げてもらい、集計を行い。休憩の後に中間発表を行い、最後は上位５

班ぐらいに賞状を授与した。問題の後の解説はパワーポイントの映像を効果的に使用

し、分かりやすく説明した。スタッフは、司会者、パソコン操作、解説を担当し、私

は主にパソコン操作と解説を担当した。

担任の先生方には、解答の集計やタイマ

ーのお手伝いのご協力をお願いした。班

対抗クイズと言うこともあり、皆で競い

合って盛り上がる場面もあり、解説の時

は、皆さんよく集中して聞いて頂きまし

た。その後の勉強に繋がったことと思う。 
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タイトル：省エネ出前授業 
受講年度：19年度 
都道府県：S県 
名  前：N.Y.さん 
概  要：会場は武道場にスクリーン、プロジェクタを設置、生徒は各自椅子持参で集合整列。

スライドの一部に、図柄、文字が小さく解読しづらところ補足。省エネ貯金温度計シ

ールを提供、省エネの啓蒙に役立てていただく。スライドの太陽と地球・大気の模式

図で、実際の大きさを補足。環境学習のカリキュラムの一貫として組み入れていただ

く。受講する態度・姿勢良く円滑に進行できた。地球環境の危機、省エネの工夫につ

いての理解、感想もいただいた。図表、データの出展について、詳しく知りたい問い

合わせに補足希望。スライド資料（6面つけ両面）は、生徒に資料として配布しては
いかがかと提案いただいた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タイトル：フードマイレージのワークショップ 
受講年度：20年度 
都道府県：S県 
名  前：I.K.さん 
概  要：小学校の総合学習でフードマイレージのワークショップを行った。食べ物の裏側でた

くさんのエネルギーが使われていることに子ども達は大変驚いていた。地産地消、自

給率のアップ、残さず食べること、マイバッグ持参など、様々なことを学び取ってく

れた。 
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タイトル：「家庭での省エネルギー」 
受講年度：18年度 
都道府県：S県 
名  前：N.S.さん 
概  要：S県K市立M小学校、６年生 100名を対象に省エネ学習を実施。テーマとして、 

①エネルギーとは！熱とは！温度とは！仕事とは！を考える。②各家庭の電気製

品をリストアップさせる。このうちどれが一番電気を消費しているか？③エネル

ギーの基は太陽エネルギー。太陽の

光を大切にしよう。朝早く起きる。

④４０年後石油が枯渇する。どうす

るか。いまから考えておく。⑤この

まま化石燃料を使うと、温室効果ガ

スの排出で将来の地球は地獄にな

る。もう地獄の１丁目に来ている。

を話した。 
 

 
タイトル：K市立N小学校出前講座の報告 
受講年度：18年度 
都道府県：K県 
名  前：Y.Y.さん 
概  要：12月 16日（水）の3校時（10時 45分）目に 5年生の児童 50名を対象に、「地球温

暖化と省エネルギー体験」という出前授業を行った。出前授業のねらいは「地球温暖

化について知り、省エネルギーに関心を持つことと、市内では様々な立場の人が環境

問題に取り組んでいることを知ってもらう」ことにした。進め方としては省エネルギ

ーを自分で考え、見て、感じてもらう内容とするため、講義調ではなく質問や実験を

取り入れて理解してもらうことにした。地球温暖化と電気の作り方等を手作りの図表

で説明し、電球の違い（白熱灯・蛍光灯・ＬＥＤ）による電力消費量の違いを分かっ

てもらい、手回し発電機による重さの違い感じる体験をしてもらった。また環境紙芝

居も上演した。終了後のアンケートには、省エネルギーに対する感心が高まったと感

想が大半で、大変良い出前授業になったと思う。 




